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「お金のヒミツや仕組み」をより分かりやすく 

＜「外貨建て保険」とは？ 

その特徴と一歩先の運用方法について 前編＞ 
 

保険会社や銀行を中心に加入者が急増している「外貨建て保険」。万が一の備えだけではなく、

資産運用も行うことが出来るということで、現役世代からシニア世代に至るまで幅広く活用されてい

ます。 

本稿では、外貨建て保険の基本的な仕組みから、一歩先の運用方法に至るまでを解説します。 

 

１． 「外貨建て保険」の特徴について 

外貨建て保険は、保険料の支払いから、保険金の受け取りに至るまでを原則外貨で行います。

利用される外貨については、「米ドル」や「ユーロ」、「豪ドル」などの幅広い外貨が用いられることが

多く、一般的には円建ての保険と比べて、利率が高く、資産運用で利用する方が多いのも特徴です。

また、支払い方法について様々な形態がありますが、現役世代の方は月々支払いを数十年間にわ

たり行うケースが多く、シニア世代の方は一括で運用される方が多いと言われます。 

 

２． 「外貨建て保険」のメリット・デメリットについて 

外貨建て保険のメリットについては、上記にもあげた通り、「運用効果」と「死亡保障」の 2点になり

ます。日本の低金利下が進む中、海外の高い金利で運用することで、高い運用効果と保障額を得

ることが出来ます。デメリットについては、契約の形態によって、整理して検討する必要があります。 

前述した様に、外貨建て保険の支払方法については大きく分けて 2つあります。決められた期間

で一定額の保険料を支払う「平準払」、契約時に保険料を一括で支払う「一時払」があります。それ

ぞれのデメリットについて、解約時(満期時)をベースに以下解説します。 

【一時払】 

契約時に一括で保険料を支払い、解約時(満期時)に円に戻すため、為替レートの動きによっ

ては大きな損失を生むことになります。またコストにも注意が必要です。保険商品にもよります

が、「契約時」、「契約期間中」、「解約時」など、それぞれで費用が発生するものが多く、運用

効果が費用によってそがれてしまう点についても注意が必要です。 

【平準払】 

保険商品にもよりますが、決まった額(外貨ベース)を保険料で支払い、解約時(満期時)で円に

戻すのが一般的です。為替リスクについては、一時払の保険と比べて、購入時為替が分散さ

れる形になり、一定程度のリスク抑制効果はありますが、全く無視できるものではありません。

また、途中解約を行った場合、支払った保険料と比べて元金割れをする可能性が高く、長期

間資金が固定化されてしまう点についてもリスクといえます。 
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参考 

経済金融情報メディア「F-Style」：https://fstandard.co.jp/column/ 

“F-Style”とは？ 

人々のくらしと密接に関わる「お金のヒミツや仕組み」を、より分かりやすくお伝えする経済金融メディ

アです。 
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